
江井ヶ島・高砂周辺：～ 家島諸島周辺：17.8 20.1

令和2年11月24日　調査
令和2年11月25日　発行

【表層水温（℃）】

　・兵庫県の情報：http://www.hyogo-suigi.jp/

　・岡山県の情報：https://www.pref.okayama.jp/page/579394.html

　・香川県の情報：https://www.pref.kagawa.lg.jp/suisanshiken/jyouhou.htm

【次回】　令和2年12月2日発行予定
【参考】　栄養塩の単位
     　μmol/L = μg・at/L = μM

　表層のDIN濃度は、西部・東部海域共に低い値が続いています。

　大型珪藻のコスキノディスクス ワイレシーが広い範囲で確認されましたが、発生範囲・細胞密度
ともに前回より大幅に減少しています。ユーカンピアは確認されませんでした。
　大阪管区気象台の週間天気予報では、降水量は平年並みか平年より少ない見込みとされており、
海域全体の栄養塩濃度は低い状態が続くと想定されます。

【概況と今後の動向見込み】
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小型珪藻の発生により別府～高砂の

沿岸から沖合にかけて、1µmol/Lを下回

る状態です。その他の海域では2～

3µmol/L前後の範囲で推移しています。

【凡例】

表 層 ●●：西部海域

底 層 ●▲：東部海域

確認されませんでした。

【凡例】

表 層 ●●：西部海域

底 層 ●▲：東部海域
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11月中旬に比べ、西部・東部海域共

に大幅に減少しました。今後も、季節

が進むにつれて減少していく見込みで

す。

【凡例】

表 層 ●●：西部海域

底 層 ●▲：東部海域


